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罫
 病
院
協
議
会
：
文
科
省（
大
学
病
院
支
援
室
）会
見

罫
 無
償
教
育
を
求
め
る
市
民
報
告
書
を
つ
く
る
会
結
成

罫
 全
国
書
記
研
修
会
開
催

茎
 【
論
壇
】  「
守
り
た
い
も
の
、ボ
ル
ネ
オ
の
奥
地
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  学
生
た
ち
と
考
え
た
こ
と
」

　
 　
信
州
大
学
学
術
研
究
院
全
学
教
育
機
構
教
授

　
　
　
　
 金
沢
 謙
太
郎（
か
な
ざ
わ
 け
ん
た
ろ
う
）

茎
 職
場
の
Q
＆
A
飲
「
昇
格
改
善
の
は
な
し
茎
」

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 松
江
高
等
専
門
学
校
「
労
働
環
境
の
改
善
は

　
 組
織
率
向
上
が
あ
っ
て
こ
そ
」

猿
 山
口
大
学
「
大
学
院
手
当
・
特
別
貢
献
手
当

　
 支
給
基
準
改
定
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
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懇
願
冒
頭
で
は
、「
高
専
教
育

の
質
の
保
証
と
し
て
モ
デ
ル
コ

ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
平
成
　
年
30

度
か
ら
完
全
実
施
し
て
お
り
、

全
体
の
2
/
3
が
コ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

が
、
残
り
の
1
/
3
は
各
校
で

地
域
・
特
色
を
活
か
し
た
内
容

を
実
施
し
て
欲
し
い
、
特
に
人

口
減
少
が
続
く
中
で
　
高
専
、

51

約
1
万
人
の
学
生
は
堅
持
し
、

き
ち
ん
と
育
て
る
た
め
に
、
各

地
域
で
特
色
を
活
か
す
こ
と
は

　
高
専
の
必
要
性
を
裏
付
け
る

51も
の
に
な
る
。
」
と
い
う
説
明

を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
概
算
要
求
で
運
営
費

交
付
金
に
か
か
る
「
効
率
化
係

数
の
廃
止
」
及
び
「
特
別
教
育

研
究
経
費
の
一
部
を
一
般
経
費

へ
組
替
え
る
制
度
」
を
要
求
し

て
い
た
う
ち
、
効
率
化
係
数
の

廃
止
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
特
別
教
育
研
究
経
費
の
一

般
経
費
へ
の
一
部
組
替
え
は
実

現
し
た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
当

面
は
運
営
費
交
付
金
の
確
保
が

行
え
る
が
、
特
別
教
育
研
究
経

費
の
一
部
を
一
般
経
費
に
組
替

え
る
制
度
を
長
く
続
け
る
の

は
、
新
規
内
容
の
考
案
や
業
務

付
加
の
面
か
ら
難
し
い
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
、
効
率
化
係
数

の
廃
止
は
継
続
し
て
要
求
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
理
事
長
懇
談
の
後
に
開
催
し

た
団
体
交
渉
で
は
、
機
構
本
部

か
ら
「
海
外
に
在
勤
す
る
教
職

員
の
処
遇
に
関
す
る
規
則
制

定
」
と
「
年
次
有
給
休
暇
の
時

季
指
定
に
関
す
る
規
則
整
備
」

の
2
件
に
つ
い
て
、
高
専
協
議

会
か
ら
は「
第
4
期
中
期
目
標
・

計
画
期
間
に
お
け
る
教
員
の
人

員
枠
整
理
に
つ
い
て
」
、「
祝
日

特
例
法
に
よ
り
休
業
日
と
な
る

日
の
対
応
に
つ
い
て
」
な
ど
5

件
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
　
高
専
機
構
本
部
が
提
案
し
た

2
件
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
運

用
が
始
ま
っ
て
か
ら
様
々
な
問

題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
今
後
も
継
続
的
な
協
議

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
て
合
意

し
ま
し
た
。

　
高
専
協
議
会
か
ら
要
求
し
た

「
教
員
の
人
員
枠
整
理
の
撤
回

に
つ
い
て
」
は
、
第
4
期
中
期

目
標
・
計
画
期
間
中
の
予
算
や

人
事
院
勧
告
等
の
状
況
を
み
な

が
ら
、
引
き
続
き
継
続
協
議
し

て
い
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
天
皇
の
即
位
に
関
す

る
祝
日
の
有
給
化
」
に
つ
い
て

高専協議会
2019年 2月 28日

　
理
事
長
懇
談
で
谷
口
理
事
長

は
、
第
4
期
中
期
目
標
・
計
画

期
間
に
お
け
る
高
専
機
構
の
目

玉
と
し
て
3
つ
の
目
標
（
①
教

育
に
関
す
る
目
標
、
②
社
会
連

携
に
関
す
る
目
標
、
③
国
際
交

流
に
関
す
る
目
標
）
に
関
す
る

こ
と
や
、
今
後
の
高
専
機
構
の

あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事
長長長長長長長長長長
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理
事
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等等等等等等等等等等
をををををををををを
要要要要要要要要要要

～
効
率
化
係
数
廃
止
等
を
要
求求求求求求求求求求求
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高専機構理事長懇談、団体交渉を実施

限
時
間
を
特
例
と
し
て
年
間

1
8
6
0
時
間
と
す
る
と
の

検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
看

護
師
に
つ
い
て
は
、
長
時
間

か
つ
回
数
の
多
い
夜
勤
の
改

　「
働
き
方
改
革
」
が
言
わ
れ

る
中
、
医
師
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
に
つ
い
て
は
、

5
年
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
の
上

病院協議会

「働き方改革」の為には大幅増員が必要 ！

医
療
三
単
産
国
会
議
員
要

医
療
三
単
産
  国
会
議
員
要
請請
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体体体体体体体体体体
交交交交交交交交交交
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理理理理理理理理理理
撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤
回回回回回回回回回回

～
教
員
の
人
員
枠
整
理
撤
回
等等等等等等等等等等等

も
、
政
府
や
厚
労
省
の
発
言
な

ど
を
踏
ま
え
て
要
求
し
ま
し
た

が
、
政
府
関
係
の
内
容
な
ど
を

十
分
に
確
認
し
て
か
ら
引
き
続

き
機
構
本
部
で
検
討
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
交
渉
の
最
後
に
、
今
後
の
団

体
交
渉
に
お
け
る
提
案
内
容
の

説
明
や
簡
単
な
質
疑
応
答
な
ど

に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
な
ど

を
活
用
し
た
事
前
説
明
の
可
能

性
を
検
討
す
る
こ
と
で
双
方
が

確
認
し
ま
し
た
。

（
高
専
協
議
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
 本
多
 将
和
）

善
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
命
と
健
康
を
預
か
る
医
療
職

員
が
自
ら
の
命
と
健
康
を
壊
す

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

安
全
・
安
心
の
医
療
を
実
現
す

る
た
め
に
は
医
療
職
員
が
健
康

で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
が
欠
か
せ
ず
、
そ

の
た
め
に
は
大
幅
な
増
員
が
必

要
で
す
。

　
昨
年
秋
か
ら
は
じ
め
た
新
た

な
国
会
請
願
署
名
と
紹
介
・
賛

同
議
員
を
増
や
す
取
り
組
み

は
、
半
年
で
す
で
に
約
　
人
の

90

紹
介
・
賛
同
議
員
を
得
て
い
ま

す
。
医
療
三
単
産
で
は
、
大
幅

増
員
の
国
会
請
願
採
択
に
向
け

て
引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
　
全
大
教
か
ら
は
、
病
院
協
議

会
幹
事
と
担
当
中
執
が
参
加

し
、
全
大
教
を
代
表
し
て
山
城

美
奈
子
病
院
協
議
会
幹
事
（
琉

球
大
学
附
属
病
院
）
が
国
立
大

学
病
院
の
現
状
と
組
合
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
　
  （
書
記
次
長
　
永
井
 信
）

全国の医療現場から300人の組合員が参　
　加 

　
2
0
1
9
年
3
月
6
日
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療

職
員
の
大
幅
増
員
を
求
め
て
、
医
療
三
単
産
（
全
大
教
・

医
労
連
・
自
治
労
連
）
の
共
同
に
よ
る
国
会
議
員
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

星陵会館で行われた全体集会で報告をする山城病院協議会幹事


